
都
道
府
県

病院名
専従
医師

数

年間に受け
入れた重篤

患者数

年間受入救急

車搬送人員

青森県 青森県立中央病院 5 1,452 4,352
八戸市立市民病院 18 1,245 5,731
弘前大学医学部附属病院 15 856 1,371

岩手県 岩手医科大学附属病院 23 492 4,172
岩手県立久慈病院 2 326 1,575
岩手県立大船渡病院 0 249 2,605

宮城県 独立行政法人国立病院機構　仙台医療センター 4 1,111 4,401
仙台市立病院 8 1,168 5,881
大崎市民病院 1 884 4,638
東北大学病院 17 627 2,333
石巻赤十字病院 5 1,306 7,234

秋田県 秋田赤十字病院 4 739 3,373

山形県 山形県立中央病院 6 2,004 2,632
公立置賜総合病院 2 895 3,633
日本海総合病院 1 590 4,846

福島県 いわき市立総合磐城共立病院 2 764 4,600
財団法人太田綜合病院附属太田西ノ内病院 9 1,141 5,777
会津中央病院 7 987 4,194
福島県立医科大学附属病院 11 2,591 1,694

消防ポンプ車 救急自動車 消 防職員

県 内 1 0 1 .4 % 9 8 .4 % 7 0 .4 %

山 形 県 内 の 消 防 関 係 充 足 率

2012年4月

各 年

4 月 1 日 現 在 合 計 専 任 兼 任

2 0 0 0 年 5 6 1 1 6 4 5

2 0 0 7 年 5 7 7 3 8 3 9

2 0 0 8 年 5 4 2 4 2 0

2 0 1 1 年 5 4 2 4 2 0

救 急 隊 員 数 （ 人 ）救 急
隊 数

山 形 市 救 急 体 制

県 消 防 年 報 か ら
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☆ 「雪対策総合交付金」の創設

地域の実情等に応じきめ細かに対応

☆ 浄化槽水環境保全推進事業費の補正

合併処理浄化槽の設置に係る住民負担の軽減助成

☆ 民間立保育所の整備に対する助成

☆ 介護労働実態調査事業費

介護職員に関する施策の基礎調査

☆ 災害復旧事業等

大蔵村肘折地区地すべり災害等の災害復旧 ,凍上災

☆ 犯罪死見逃し防止対策事業費

死因究明活動の強化等

2012年度９月補正予算から抜粋

8400万円

2251万円

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ(

※)

11

月
就
航
前
に
、
10
月
１
日
、

ヘ
リ
の
基
地
病
院
と
な
る

県
立
中
央
病
院
に
聞
き
取

り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

県
立
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

は
専
従
医
師
６
人
を
中
心

に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す

（
２
０
１
１
年
度
）
。
年

間
重
篤
患
者
の
受
け
入
れ

数
は
、
２
０
０
４
人
。
他

病
院
と
比
べ
非
常
に
多
く

東
北
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

す
（
左
下
表
参
照
）
。

昨
年
度
の
救
急
車
搬
送

受
け
入
れ
人
員
は
年
２
６

３
２
人
。
夜
間
に
「
手
術

で
手
が
離
せ
な
い
」
「
連

続
し
て
来
た
」
な
ど
の
理

由
で
、
救
急
車
の
受
け
入

れ
を
１
０
０
件
ほ
ど
断
っ

て
い
る
実
態
も
分
か
り
ま

し
た
。

10
月
３
日
、
渡
辺
ゆ
り

子
県
議
は
、
厚
生
環
境
常

任
委
員
会
で
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
体
制
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

昨
年
、
県
は
「
県
立
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
６
人

の
救
急
医
が
い
る
。
円
滑

な
運
営
に
は
10
人
以
上
の

医
師
が
必
要
」
と
答
弁
し

て
い
ま
し
た
。

今
回
、
県
は
「
県
立
中

央
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

に
救
急
医
６
人
と
、
日
本

海
病
院
か
ら
の
応
援
医
師

１
人
の
７
人
で
運
営
す
る
」

「
他
に
４
人
の
申
し
出
を

受
け
て
い
る
。
訓
練
を
行

い
セ
ン
タ
ー
の
医
師
の
負

担
軽
減
に
努
め
た
い
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

渡
辺
県
議
は
、
セ
ン
タ
ー

の
体
制
を
強
化
し
な
が
ら

や
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
主
張
し
ま
し
た
。

県
議
会
９
月
定
例
会
が
10
月
５
日
ま
で
開

か
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
渡
辺
ゆ
り
子

県
議
は
、
「
雪
対
策
総
合
交
付
金
」
の
創
設
、

合
併
浄
化
槽
設
置
助
成
の
増
額
、
民
間
立
保

育
所
の
整
備
助
成
な
ど
を
含
む
補
正
予
算

（
下
参
照
）
に
賛
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
会
で
は
「
救
急
医
療
体
制
」

「
学
童
保
育
補
助
」
「
避
難
者
支
援
相
談
員

の
継
続
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
渡
辺
県
議
は
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
と
の
連
携
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
市
町
村
の
消
防
体
制
に
つ
い
て
も

質
問
。

酒
井
昭
孝･

危
機
管
理
課
消
防
主

幹
は
「
今
年
４
月
の
救
急
車
の
充
足

率
は
98･

４
％
。
消
防
職
員
は
70･

４

％
」
と
答
弁
。
機
材
整
備
は
進
む
一

方
、
行
革
の
影
響
で
職
員
配
置
が
置

き
去
り
に
な
っ
て
い
る
現
状
が
浮
か

び
上
が
り
ま
し
た
。

渡
辺
県
議
は
「
マ
ン
パ
ワ
ー
の
体

制
強
化
も
合
わ
せ
な
が
ら
や
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
強
く
主
張
し
ま
し
た
。

※
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

救
急
医
療
の
専
門
医
と
看

護
師
が
搭
乗
し
、
救
命
治
療

を
行
い
ま
す
。
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
駐
車
場
な
ど
で
、

救
急
車
と
合
流
、
患
者
を
引

き
継
ぎ
救
命
治
療
を
行
い
ま

す
。

救命救急センターの評価結果（実数）

出典:2011年度実績 厚生労働省HPから

救急体制について山形市消防本部から聞き取りを行う渡辺県議
９月21日、消防本部「救急業務実施基準では、８隊必要だが、
現在、６隊４４名。１０月からもう１隊増やし７隊にする」

3040万円

27億358万円

492万円

180万円

救急体制について県立中央病院事務局から聞き取
りを行う渡辺県議 山形市県立中央病院 10月1日

県
は
２
年
連
続
の
豪
雪
を

ふ
ま
え
「
豪
雪
は
災
害
」

「
冬
へ
の
備
え
は
今
の
う
ち

か
ら
行
う
こ
と
が
肝
要
」
と

の
認
識
の
も
と
「
雪
対
策
総

合
交
付
金
」
を
創
設
し
ま
し

た
。
内
容
は
、
①
自
ら
雪
下

ろ
し
が
困
難
な
要
援
護
者
へ

の
除
排
雪
支
援
②
空
き
家
の

雪
下
ろ
し
へ
の
対
応
③
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能

強
化
④
樹
園
地
の
枝
折
れ
防

止
の
た
め
の
作
業
道
の
除
排

雪
支
援
な
ど
。

市
町
村
が
実
施
す
る
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
雪
対
策
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。



9月定例会で渡辺県議が紹介議員となった請願 審査結果 措置
　2013年度県予算における私学助成関係の拡充について 採択 知事送付

　就学支援金及び私学助成の増額を求める意見書の提出について 採択 意見書提出

　金融円滑法を延長し、恒久化することを求める意見書の提出について※ 継続

宮城県 114,787 東京都 9,222
福島県 99,299 新潟県 6,366
岩手県　41,969 茨城県 5,844
山形県 11,406 ・ ・

326,837

山形県の避難者は被災3県を除くと全国で最も多い

全国避難者の数

出典：10月10日「全国の避難者の数」（復興庁）

合計

（単位：％ ）

２０００年 ２０１０年

単独世帯 5.3 7 .7

核 家族世帯 1 5 .1 20 .1

３世 代世帯 2 4 .4 19 .2

図説やまがたの暮らしと経済 ２０１１よ り

 増加する単独 ・核家族世帯
（全世 帯に対し6 5歳以 上の世帯員がい る世帯 割合 ）

学
童
保
育
の
ニ
ー
ズ
は
年
々

高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
安
全
面
か
ら
複

数
の
指
導
員
配
置
が
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
小
規
模
の
学

童
保
育
で
は
、
指
導
員
は
常
勤

１
人
と
パ
ー
ト
で
や
り
く
り
し

て
い
る
実
態
に
加
え
、
障
が
い

児
の
入
所
が
増
え
て
い
ま
す
。

学
童
関
係
者
や
山
形
市
か
ら

「
障
が
い
児
の
受
け
入
れ
人
数

に
応
じ
た
対
応
」
を
望
む
要
望

渡辺ゆり子県議（本会議）

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

渡
辺
ゆ
り
子
県
議
は
、
10
月

３
日
、
県
議
会
厚
生
環
境
常
任

委
員
会
で
「
学
童
保
育
の
障
が

い
児
受
け
入
れ
人
数
に
応
じ
た

対
応
を
国
に
要
望
す
る
と
と
も

に
、
県
と
し
て
も
対
応
す
べ
き
」

と
質
問
し
ま
し
た
。

県
・
検
討
し
た
い

石
川
由
美
・
子
育
て
支
援
課

長
は
「
目
を
離
せ
な
い
現
状
は

聞
い
て
い
る
。
現
場
で
の
苦
労

は
国
に
訴
え
た
い
。
県
の
対
応

は
検
討
し
た
い
と
思
う
」
と
答

え
ま
し
た
。国

が
生
活
保
護
の
「
扶
養

義
務
強
化
」
を
検
討
す
る
中

「
派
遣
村
等
な
ん
で
も
相
談

会
実
行
委
員
会
」(

外
塚
功

実
行
委
員
長)

は
、
７
月
26

日
、
「
扶
養
義
務
」
に
つ
い

て
県
に
要
望
し
ま
し
た
。

内
容
は
「
山
形
県
は
家
族

や
親
戚
の
つ
な
が
り
が
強
く
、

福
祉
事
務
所
等
か
ら
『
扶
養

義
務
』
が
強
調
さ
れ
れ
ば
、

申
請
断
念
も
考
え
ら
れ
る
」

と
し
「
扶
養
義
務
は
生
活
保

護
の
（
受
給
）
要
件
で
な
い

こ
と
」
の
徹
底
と
「
国
に
制

度
改
悪
を
行
わ
な
い
こ
と
」

を
県
に
求
め
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
参
加
者
か
ら
「
窓

口
で
添
付
書
類
が
足
り
な
い
と

追
い
返
さ
れ
た
」
「
申
請
用
紙

を
窓
口
に
置
い
て
ほ
し
い
」

「
車
で
生
活
し
て
い
た
人
が
申

請
拒
否
さ
れ
た
例
が
あ
る
。
県

は
監
査
を
」
な
ど
申
請
権
の
侵

害
を
疑
わ
せ
る
よ
う
な
実
態
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

扶
養
義
務
は
強
制
で
な
い

渡
辺
県
議
は
、
８
月
22
日
、

閉
会
中
の
厚
生
環
境
常
任
委
員

会
で
、
「
生
活
保
護
の
扶
養
義

務
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

渡
邉
勝
美
・
援
護
指
導
主
幹

は
「
生
活
保
護
の
扶
養
義
務
は

強
制
で
は
な
い
。
強
要
し
な
い

よ
う
福
祉
事
務
所
に
事
務
指
導

し
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

渡
辺
県
議
は
「
扶
養
義
務
の

強
化
よ
り
、
本
当
に
必
要
な
人

に
受
給
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大

事
、
国
に
も
主
張
す
べ
き
だ
」

と
訴
え
ま
し
た
。

原
発
事
故
が
発
生
し
て
、
１

年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
県
内
に

は
１
万
人
を
超
え
る
避
難
者
が

い
ま
す
。
避
難
の
長
期
化
で
、

心
の
状
態
、
特
に
孤
立
し
て
い

る
避
難
者
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
県
は
今
年
度
、
避
難
者
に

相
談
員
に
よ
る
訪
問
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
来
年
度
の
事
業
の

行
方
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

渡
辺
県
議
は
同
委
員
会
で
、

避
難
者
の
お
母
さ
ん
が
自
殺
未

遂
に
至
っ
た
話
を
聞
い
た
と
し
、

事
業
の
継
続
を
求
め
ま
し
た
。

安
中
健･

健
康
福
祉
企
画
課
長

は
「
一
定
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の

で
、
来
年
度
配
置
で
き
る
か
検

討
し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

県
住
み
替
え
認
め
る

県
が
認
め
な
い
と
し
て
い
た

「
避
難
者
の
民
間
借
り
上
げ
住

宅
の
住
み
替
え
」
を
、
９
月
10

日
、
吉
村
知
事
は
２
件
認
め
た

と
公
表
し
ま
し
た
。
依
然
「
原

則
認
め
ら
れ
な
い
」
と
し
つ
つ

も
、
福
島
県
と
協
議
し
承
認
し

た
と
の
こ
と
。
避
難
者
・
県
民

の
要
求
が
一
歩
前
進
し
ま
し
た
。

今
後
、
県
は
個
別
事
情
に
よ

る
が
相
談
に
応
じ
る
と
し
て
い

ま
す
。
渡
辺
県
議
は
こ
の
問
題

を
議
会
で
質
問
し
て
来
ま
し
た
。

「米軍オスプレイ機の国内配備と飛行訓練に反対を」
県革新懇話会が県に要請（８月２７日）

全
国
で
「
孤
立
死
」
の
報
道

が
相
次
い
で
い
ま
す
。
国
は
、

孤
立
死
の
未
然
防
止
と
し
て
、

電
気･

ガ
ス
事
業
者
と
福
祉
部
局

の
連
携
を
求
め
る
通
知
を
出
し

て
い
ま
す
。

８
月
22
日
、
閉
会
中
厚
生
環

境
常
任
委
員
会
で
、
渡
辺
県
議

は
「
孤
立
死
の
実
態
を
つ
か
む

必
要
が
あ
る
の
で
は
」
と
県
の

対
応
を
問
い
ま
し
た
。

安
中
健･

健
康
福
祉
企
画
課
長

は
「
孤
立
死
の
定
義
が
な
く
実

数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
実

態
の
把
握
、
民
間
事
業
者
と
の

連
携
は
検
討
し
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

県
警
が
扱
っ
た
昨
年
の
独
居

者
の
死
者
数
は
２
９
５
人
で
、

う
ち
65
歳
以
上
は
１
８
２
人
で

す
。
こ
の
中
に
は
孤
立
死
も
含

ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

地
域
で
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
世
帯
を
ど
う
把
握
し
、
孤

立
死
を
予
防
し
て
い
く
の
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生活保護率

（山形県） ０．６２％

（東北） １．２２％

（全国） １．６５％

2012年3月現在

山形県は全国４２位と高くな
い。東北での順位は最下位。

65歳以上のいる世帯を実数の変化でみる
と｢単独・核家族世帯｣は、31,268世帯増
加し、一方「３世代同居｣は22,511世帯
減少している

※県商工団体連合会から出された「金融円滑
法延長等を求める請願」は、全国的に、来年
３月の期限切れを待たずに、金融機関が独自
に「債務者区分の見直し」を進め、すでに新
たな「貸しはがし」も始まっているとして、

地域経済に役割を果たす中小企業がこれ以上
倒産・廃業をしないために金融円滑化法の延
長と恒久化を緊急に求めるものですが、審査
の結果、継続審査となりました。


